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  ＜学校教育目標＞ 今を精いっぱい生きる・凡事徹底  ○希望を持って進む生徒 
 

 

 
 
 
 
 
 
   
大成功！素晴らしかった「柏－ランド」 三年生を送る会  ＜３月７日＞ 
三年生を送る会が、３月７日（木）の５、６校時に開かれました。会全体は、ディズニ

ーランドならぬ「柏ーランド」に来たゲスト役の    さん（副実行委員長）・   
 さん（実行委員）をキャスト役の    さん（実行委員長）が案内するという設定で
進みました。最初のアトラクションは１年生の発表で、「ペコリナイト」のダンスと「道」
（部活ごとのメッセージ）の合唱でした。次のアトラクションは２年生の発表で、プリキ
ュアなどが登場する寸劇、「３月９日」の合唱、代表者の呼びかけでした。その後、ステ
ージ背面に設置された    さん原画のビッグアート披露。吹奏楽部のパレードとして
「怪獣の花唄」「青と夏」を演奏し、全校での「ジャンボリミッキー」ダンスでした。思
い出のスライドは、絶えず歓声が上がるような構成でとても楽しいものでした。３年生の
発表は、笑顔を届ける寸劇とダンス、在校生への呼びかけ、巣立っていく気持ちを込めた
「奏」の合唱でした。そして、フィナーレは、３年生の生徒会長の    さんと現生徒
会長の     さんによってくす玉が割られ、紙吹雪とともに「今までありがとう」の
垂れ幕が現れました。 
１・２年生の３年生への感謝の気持ちがとてもよく伝えられたと思います。それと同時

に、この行事を通して、１・２年生は、これから柏原中を背負っていくという覚悟が感じ
られました。感動的で、とても素晴らしい三年生を送る会でした。こんな素晴らしい三年
生を送る会ができる柏原中がとても誇らしく思いました。生徒の皆さん、先生方、本当に
ありがとうございました。 
三送会スローガン ： 「Ｇｏｏｄ Lｕｃｋ！！～飛び立つあなたに最高の笑顔を～」 
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柏ーランド      １年生発表      ２年生発表     ビッグアート 

 
令和５年度 卒業生の埼玉県特別表彰等  （敬称略）  ３月１２日（火） 
 
（１）令和５年度 埼玉県教育委員会 児童・生徒表彰 

３年１組        
（２）令和５年度 体育優良児童・生徒表彰 

３年３組     、 ３年３組       
（３）令和５年度 埼玉県産業教育振興会小・中学校優良卒業生表彰 
   ３年２組       



 
  吹奏楽部発表     ３年生発表   くす玉大成功「今までありがとう」   実行委員 
※この他「思い出のスライド」がありました。 
 
感動！「旅立ちの日に」作曲者 高橋浩美先生特別授業  ＜３月１２日＞ 
３月１２日（火）１校時に全校生徒に対しての高橋浩美先生による音楽の特別授業が実

現しました。高橋先生は、全国の卒業式等で歌われる「旅立ちの日に」を作曲された先生
です。以前、狭山市にお勤めされていたご縁で今回、本校に歌のご指導に来てくださいま
した。ご自身で、「今日は『ありがとうの魂を吹き込み隊』としてやって来ました」とお
っしゃり、当時の秩父市立影森中でこの曲が生ま
れた時のお話、バイバイバイの発声、「旅立ちの
日に」のピアノ弾き語りも聴かせていただき、感
動の１時間でした。卒業式では、「ありがとう」
の気持ちと共に、高橋先生の曲に込めた想いも曲
に乗せて歌ってもらいたいと思います。 
 
令和６年３月１５日（金） 第４２回卒業証書授与式  校長の式辞を掲載します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 縦書きの書式だったため、数字が漢数字になっています。  

式辞 
 

新しい息吹が満ちあふれる春の季節を迎えようとしています。 

本日は、ご多用の中、狭山市教育委員会生涯学習部次長      様、狭山市議会議員      様、同じく 

    様、本校ＰＴＡ会長      様、学校運営協議委員の皆様のご臨席のもと、第四十二回卒業証書授与式が

挙行できますことに、心より感謝と御礼を申し上げます。 

九十二名の卒業生の皆さん、ご卒業、おめでとうございます。 

皆さんの中学校生活は、二年生まで新型コロナウイルスの影響を受け、世界情勢も不安定で、国内でも大きな自然

災害など、平和と命の大切さを感じずにはいられない時間でした。そのような中でも、皆さんは柏原中学校にたくま

しく素晴らしい足跡を残してくれました。行程を変更して防災を意識した修学旅行、友だちと友情を育んだ部活動、

下級生をリードした体育祭、市民会館大ホールに歌声を響かせた音楽会、ＳＤＧｓをテーマにしたかしわっ子祭りな

ど、学校を良い方向へと導いてくれました。また、先日の高橋浩美先生の特別授業、ファイナルコンサートも忘れら

れません。本当に素晴らしい学年でした。ありがとうございました。 

私から「団体切符と個人切符」について一つ話をします。今まで皆さんは、小学校、中学校と義務教育のレールの

上をみんなと一緒に進んできました。ある意味、団体切符で進んできたのです。ただこれからは、一人一人それぞれ

の個人切符で進むことになります。目的地は一人一人それぞれの夢や希望です。夢や希望に向けての旅になります。

皆さんには無限の可能性があり、目的地は自由に決めることができます。もしかしたら途中で目的地が変わることが

あるかもしれませんが、それでも構いません。もしかしたら遠回りすることがあるかもしれませんが、それも夢や希

望への糧となるでしょう。万が一、疲れたら途中下車して休憩してもいいと思います。夢や希望への充電期間です。

ただ、目的地を見失わないように絶対に切符を握りしめていてください。その切符を握りしめることこそが、皆さん

が柏原中学校で三年間目指した学校教育目標「今を精いっぱい生きる」であるとも思います。どんな旅になろうとも、

その時々の「今」を一生懸命に、精いっぱいに生きてください。そうしていくことで皆さんの旅路は必ず目的地へと

つながります。皆さんが無事に目的地に着けるよう、応援しています。 

結びに、保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。今日まで、慈しみ育まれ、愛情を注がれて

きたご家族の皆様にとって、本日のお子様の晴れ姿を見ることは、計り知れない喜びだろうと拝察いたします。保護

者の皆様の長い間のご労苦に敬意を表するとともに、お子様の成長をあらためてお祝い申し上げます。加えて、三年

間、本校の教育の充実と発展のため、様々な面でご理解とご支援を賜りましたことに厚く御礼を申し上げます。 

また、公私共ご多用の中、ご臨席を賜りましたご来賓の皆様に御礼を申し上げます。 

卒業生の皆さんのそれぞれの進路でのさらなるご活躍をお祈りするとともに、洋々たる前途をお祝いして、式辞と

いたします。 

令和六年三月十五日 

                        狭山市立柏原中学校校長 稲葉 正 


